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が，より有用であるように思われる。

演題8：歯周疾患の統計的研究，臨床症状相互間の比

　　　較について

演題9：Full　thickness法とpartial　thickness法

　　　による遊離歯肉移植術の比較について
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　歯周疾患は，歯肉の炎症，歯周ポケット，歯槽骨の

吸収，歯の動揺，出血，排膿など種々の臨床症状を有

する複雑な病変である。歯周疾患の進行の程度を判定

するためには，炎症性病変の程度のみで判定すること

は難しく，むしろ病変の過程で生じた歯周組織の破壊

の程度の判定が重要であるように思われる。したがっ

て疫学的な検索に必要な病変全体の程度の判定は行な

いにくく，現時点でも病変に随伴して生ずる症状個々

について試みられているに過ぎない。

　我々は，このいわゆる歯周病変を総合して判定した

歯周疾患評価指標を1971年の第14回日本歯周病学会総

会および日本歯周病学会会誌第15巻2号に発表し，日

常の臨床に用いている。さらにこの指標を基にして種

々の臨床症状と病理学的所見の関連性について検索し

てきたが，今回は臨床症状としての歯肉の炎症，歯周

ポケット，，歯槽骨の吸収3老間の関連性について男性

51症例68部，女性81症例102部の合計132症例170部に

ついて検索し報告した。今回の検索から，炎症性変化

については各年代間，男女間に明らかな差はなかっ

た。歯周ポケットについても各年代間では明らかな差

はみられず，男女間では男性で高い数値を示した。歯

槽骨の吸収では，男女とも30代未満と30代以上の間に

明らかな差があり，かつ男女間では男性で高い数値が

みられた。このことは女性では炎症性変化の割に歯周

ポケットの程度や骨吸収の程度が男性より軽いことを

表わしている。また，骨吸収が30代以上で高度になる

という結果は従来の種々の報告を裏付けている。

　各臨床所見間の相互関係については，炎症とポケッ

トに関しては，男女とも比較的相関関係がみられた

が，炎症と骨吸収，ポケットと骨吸収の間には相関関

係はみられなかった。このように歯周疾患は，種々な

臨床症状があるものは相関関係を示しながら，また，

あるものは全く独立した形で表われる複雑な病変であ

る。このような病変をIndexの面から診断に用いる

場合，従来のような症状個々のIndexよりも，我々

が報告したような種々の病変を含めたIndexの方

　前回の本学会において，partial　thikness法による

遊離歯肉移植の術式を報告したが，今回はfull　thick・

ness法による術式を述べるとともに，両者の臨床的

比較について言及する。

　術式は前回のpartial　thickness法とほぼ同様であ

るが，受与部は骨膜を含めてあらゆる軟組織を除去

し，供給部から得た移植片を露出した骨面に直接固定

縫合させる。移植後に生ずる血管系の再現を促進する

ため，移植片の厚さはpartial　thickness法の際より

も多少薄めの方がよい。移植時の出血は少ないが，軟

組織に覆われない移植床に，移植片を確実に固定する

必要があるため，縫合の操作やパックの適用が，

partial　thickness法に比較すると難しい。手術後の

痔痛はpartial　thickness法によるものととくに差は

ないが，治癒は多少遅れるため，パックの適用も一週

程長くなる。

　移植後の治癒は創部の大きさによっても異なるが，

ほぼ4週で完了する。治癒が良好に行われた移植部

は，近接する周囲組織との境界が殆んど目立たなく，

審美性の点でpartial　thickness法によるものより優

れている。両方法の治癒機構が同じ過程をとるかどう

かは明らかでないが，full　thicknes3法による治癒部

はむしろ骨面を露出する前庭拡張術め際のそれに類似

している。すなわち，partial　thickness法による移

植部以上に付着歯肉に類似した組織によって修復され

ることが多い。

　前庭拡張術で骨面を露出すると，骨表層の吸収，術

後の痔痛，治癒の大幅な遅延などの障害が生じやす

く，full　thickness法による歯肉移植術はこれらの欠

点を補う上で優れた方法といえる。しかしながら，移

植部に歯槽頂を含む場合，局在性の骨吸収を起こすこ

とがあり，歯根の突出によって歯槽壁が薄くなってい

る例や高度の骨吸収を示す例では，full　thickness法

よりもpartial　thickness法による歯肉移植術の方が

適当である。

質　問：遠藤隼人（市立病院歯科）


